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石
原
式
色
覚
検
査
表
（
石
原
表
）
で
知
ら
れ
る
東
京
帝
国
大

学
医
学
部
教
授
石
原
忍
と
心
理
学
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
報
告

す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
石
原
表
の
開
発
に
も
色
覚
異
常
に
関

す
る
彼
の
説
に
も
関
係
が
深
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
。

（
二
心
理
学
者
達
と
の
交
流

石
原
は
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
卒
業
後
、
近
衛
歩
兵
第
二

聯
隊
に
入
隊
し
見
習
医
官
に
な
っ
た
が
、
陸
軍
で
眼
科
専
門
の

軍
医
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
、
一
九
○
八
年
一
二
月
に
東
京
帝

国
大
学
大
学
院
に
入
学
し
眼
科
学
の
研
究
を
始
め
た
。
大
学
院

時
代
は
ち
ょ
う
ど
二
年
間
だ
っ
た
が
、
こ
の
間
に
彼
は
、
東
京

帝
国
大
学
文
科
大
学
で
心
理
学
を
修
め
て
卒
業
し
一
九
○
九
年

に
「
心
理
学
通
俗
講
話
会
」
を
結
成
し
た
若
い
心
理
学
者
達
と

知
り
合
っ
た
。

５

石
原
忍
と
心
理
学

鈴
木
聡
志

東
京
農
業
大
学

石
原
は
自
伝
で
こ
う
記
し
て
い
る
。
「
…
東
大
の
心
理
学
を
卒

業
し
た
新
進
の
、
野
上
俊
夫
、
上
野
陽
一
、
大
槻
快
尊
な
ど
の

学
士
が
、
「
心
理
研
究
」
と
い
う
雑
誌
を
出
し
た
り
、
通
俗
講
演

会
を
開
い
た
り
し
て
、
心
理
学
の
普
及
に
つ
と
め
て
い
た
が
、

こ
の
雑
誌
に
『
視
的
錯
覚
」
の
話
が
載
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
読

ん
で
私
は
非
常
に
興
味
を
覚
え
、
自
分
で
も
す
こ
し
研
究
し
て

み
た
り
し
た
が
、
こ
れ
が
後
日
、
色
盲
検
査
表
を
考
案
す
る
際

に
、
非
常
に
役
に
立
っ
た
。
こ
の
心
理
学
研
究
会
の
同
人
の
一

人
で
あ
る
菅
原
教
造
氏
は
、
色
覚
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
て
、

ド
イ
ツ
か
ら
、
色
や
明
度
の
標
準
に
な
る
紙
を
取
寄
せ
て
い
た

の
で
、
私
は
そ
れ
を
、
す
こ
し
づ
つ
わ
け
て
貰
っ
て
、
色
盲
の

研
究
に
使
っ
た
。
」

こ
の
中
の
上
野
陽
一
、
大
槻
快
尊
、
菅
原
教
造
が
心
理
学
通

俗
講
話
会
設
立
の
メ
ン
バ
ー
で
、
野
上
俊
夫
は
賛
助
会
員
だ
っ

た
。
石
原
は
陸
軍
軍
医
学
校
教
官
時
代
の
一
九
一
二
年
九
月
二

一
日
に
こ
の
心
理
学
通
俗
講
話
会
で
「
色
盲
の
話
」
と
い
う
題

で
講
話
を
し
、
そ
の
記
録
は
「
心
理
研
究
」
第
十
一
号
に
掲
載

さ
れ
た
。
同
誌
の
別
号
に
は
「
色
盲
及
び
色
覚
薄
弱
者
の
眼
に

映
じ
た
絵
画
」
と
い
う
口
絵
が
載
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
石
原
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が
紹
介
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
石
原
は
心
理
学
通
俗
講
話
会

で
の
講
話
の
二
ヶ
月
後
に
留
学
の
た
め
ド
イ
ツ
に
出
発
し
た
。

そ
の
後
の
「
心
理
研
究
」
誌
に
は
色
覚
異
常
に
関
す
る
記
事
が

登
場
し
な
く
な
る
の
で
、
石
原
と
心
理
学
者
達
と
の
交
流
は
こ

の
時
に
途
絶
え
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
先
の
石
原
の
自
伝
に
よ
る
と
、
「
心
理
研
究
」
に
載
っ

た
「
視
的
錯
覚
」
に
興
味
を
覚
え
、
そ
れ
が
後
日
石
原
表
を
作

る
際
に
役
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
「
心
理
研
究
」
に

は
「
視
的
錯
覚
」
と
題
す
る
文
章
も
そ
れ
に
類
す
る
も
の
も
載

っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
「
視
的
錯
覚
」
と
は
何
か
？
そ
れ
は
、

『
心
理
学
通
俗
講
話
」
第
二
号
に
載
っ
た
上
野
陽
一
の
「
眼
の
誤

り
の
話
」
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

（
二
）
色
覚
説

石
原
は
先
天
色
覚
異
常
の
原
因
に
つ
い
て
独
特
の
考
え
を
も

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
胎
生
期
の
眼
の
発
育
不
全
を
色
覚
異
常

の
原
因
と
す
る
説
で
あ
る
。

『
日
本
色
盲
検
査
表
新
訂
第
六
版
」
中
の
「
附
録
通
俗
色
盲

解
説
」
に
お
い
て
彼
は
、
「
先
天
性
色
盲
は
眼
の
發
育
不
全
で
あ

る
」
と
断
定
し
、
「
全
色
盲
」
「
全
色
弱
」
「
紅
緑
色
盲
」
「
紅
緑

色
弱
」
の
四
種
類
の
色
覚
異
常
が
で
き
る
理
由
と
し
て
、
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
、
シ
ェ
ン
ク
ら
の
仮
定
説
で
あ
る
と
断
っ
た
上
で
、

以
下
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
い
る
。
人
の
眼
は
胎
生
期
に
最
初
、

全
色
盲
で
あ
り
、
発
育
の
第
二
期
に
青
と
黄
が
見
え
る
よ
う
に

な
り
、
第
三
期
に
黄
を
感
じ
る
機
能
が
分
化
し
て
赤
と
緑
を
感

じ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
説
を
正
し
い
も
の
と
す
れ
ば
、
色
覚

の
発
育
が
そ
の
第
一
期
で
止
ま
っ
た
も
の
が
全
色
盲
と
な
り
、

第
二
期
で
止
ま
っ
た
も
の
が
紅
緑
色
盲
と
な
る
。
ま
た
発
育
の

第
二
期
が
不
完
全
に
行
わ
れ
れ
ば
全
色
弱
、
発
育
の
第
三
期
が

不
完
全
に
行
わ
れ
れ
ば
紅
緑
色
弱
に
な
る
。

こ
の
「
仮
定
説
」
を
唱
え
た
二
人
の
う
ち
の
一
人
、
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
と
は
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
○
三
豊
扁
冨
目
‐
甸
国
具
冒
の

こ
と
で
あ
り
、
彼
女
の
色
覚
説
は
ラ
ッ
ド
Ⅱ
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
説
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
女
の
説
で
は
色
盲
に
つ
い
て
し
か
説
明

し
て
い
な
い
の
で
、
眼
の
発
育
不
全
で
色
弱
も
説
明
す
る
石
原

の
説
は
彼
独
自
の
も
の
と
い
え
よ
う
。


